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日
本
時
間
二
月
二
十
七
日
午
後
に
南
米
チ
リ
で
発
生
し
た
巨
大
地
震
に
よ
る
津
波
が
日
本
に
及
ぼ
す
影
響
へ
の

政
府
の
対
応
に
関
す
る
再
質
問
主
意
書

平
成
二
十
二
年
三
月
三
日
提
出
の
「
日
本
時
間
二
月
二
十
七
日
午
後
に
南
米
チ
リ
で
発
生
し
た
巨
大
地
震
に
よ
る
津
波
が
日

本
に
及
ぼ
す
影
響
へ
の
政
府
の
対
応
に
関
す
る
質
問
主
意
書
」
に
対
す
る
、
平
成
二
十
二
年
三
月
十
二
日
の
答
弁
書
（
内
閣
衆

質
一
七
四
第
一
九
五
号
）
に
基
づ
き
、
再
質
問
す
る
。

一

答
弁
書
に
よ
る
と
「
我
が
国
に
到
達
す
る
津
波
の
高
さ
は
一
メ
ー
ト
ル
か
ら
三
メ
ー
ト
ル
程
度
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
旨

報
告
が
あ
っ
た
の
が
同
月
二
十
八
日
八
時
十
五
分
頃
で
あ
る
」
と
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
津
波
に
よ
る
被
害
が
予
想
さ
れ
た

状
況
で
あ
っ
た
こ
と
に
か
ん
が
み
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

�

答
弁
書
に
よ
る
と
「
（
二
十
八
日
）
九
時
三
分
に
緊
急
参
集
チ
ー
ム
の
協
議
を
開
始
し
」
と
あ
る
が
、
こ
の
協
議
に
、

中
井
防
災
担
当
大
臣
を
は
じ
め
、
大
島
副
大
臣
、
泉
大
臣
政
務
官
の
出
席
は
あ
っ
た
の
か
、
お
教
え
い
た
だ
き
た
い
。

�

直
接
の
担
当
大
臣
で
あ
る
中
井
防
災
担
当
大
臣
の
登
庁
時
間
に
つ
い
て
、
日
本
へ
の
一
番
早
い
津
波
到
達
予
測
時
刻

（
二
十
八
日
十
三
時
頃
）
に
対
し
、
登
庁
が
同
日
十
二
時
十
五
分
頃
で
あ
る
こ
と
は
、
到
達
予
測
時
刻
の
約
四
十
五
分
前

で
あ
り
、
こ
の
間
に
充
分
な
情
報
の
分
析
、
対
策
を
講
じ
ら
れ
た
の
か
疑
問
で
あ
る
。
中
井
防
災
担
当
大
臣
の
登
庁
時
間

一



の
根
拠
、
及
び
防
災
、
危
機
管
理
に
対
す
る
見
解
を
問
う
。

�

今
回
の
チ
リ
沿
岸
巨
大
地
震
に
よ
る
日
本
へ
の
津
波
の
影
響
に
よ
り
多
大
な
る
被
害
が
予
測
さ
れ
、
被
害
状
況
に
よ
っ

て
は
自
衛
隊
の
救
助
活
動
も
予
想
さ
れ
た
状
況
に
あ
っ
て
は
、
防
衛
省
の
最
高
責
任
者
で
あ
る
北
澤
防
衛
大
臣
が
登
庁

し
、
直
接
指
揮
を
と
る
べ
き
で
は
な
か
っ
た
か
。
北
澤
防
衛
大
臣
の
危
機
管
理
に
対
す
る
見
解
を
問
う
。
ま
た
、
二
十
七

日
十
六
時
過
ぎ
に
「
早
急
に
地
震
に
関
す
る
情
報
を
収
集
し
、
救
助
等
の
措
置
が
必
要
と
な
っ
た
場
合
に
は
直
ち
に
対
応

で
き
る
態
勢
を
整
え
る
べ
き
」
旨
、
総
理
か
ら
指
示
が
出
た
後
の
、
北
澤
防
衛
大
臣
並
び
に
長
島
大
臣
政
務
官
、
楠
田
大

臣
政
務
官
の
所
在
、
及
び
登
庁
し
な
か
っ
た
根
拠
を
問
う
。

二

先
の
質
問
主
意
書
の
問
四
に
お
け
る
「
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
緊
急
時
を
考
え
れ
ば
、
記
者
会
見
等
に
お
い
て
の
総
理
の

服
装
が
背
広
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
災
害
に
対
す
る
危
機
感
、
気
構
え
が
感
じ
ら
れ
な
い
。
つ
ね
づ
ね
国
民
の
『
命
を
守
り
た

い
』
と
言
う
総
理
は
、
自
ら
防
災
服
を
着
用
し
、
官
邸
対
策
室
に
お
い
て
緊
急
事
態
に
備
え
る
べ
き
で
は
な
か
っ
た
か
。
以

上
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
今
回
の
災
害
に
対
す
る
鳩
山
総
理
の
見
解
を
求
め
る
」
に
つ
い
て
、
総
理
の
回
答
が
示
さ
れ
て
い
な

い
。
再
度
、
回
答
を
求
め
る
。

三

三
月
十
三
日
二
十
一
時
四
十
六
分
頃
、
及
び
同
月
十
四
日
十
七
時
八
分
頃
、
福
島
県
沖
を
震
源
と
す
る
地
震
が
発
生
し

二



た
。
世
界
有
数
の
地
震
国
で
あ
る
我
が
国
に
お
い
て
、
地
震
及
び
地
震
に
よ
る
津
波
の
影
響
に
よ
る
被
害
に
対
し
、
迅
速
な

初
動
対
処
体
制
の
確
立
が
必
要
で
あ
り
、
答
弁
書
に
書
か
れ
て
い
た
「
市
町
村
の
指
示
ど
お
り
に
避
難
し
た
者
が
少
な
か
っ

た
」
と
あ
る
が
、
事
実
、
避
難
指
示
対
象
人
口
は
約
百
六
十
八
万
人
で
、
そ
の
内
、
避
難
を
確
認
し
た
住
民
は
約
六
万
三
千

人
（
三
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
）
で
あ
っ
た
。
一
八
九
六
年
、
及
び
一
九
三
三
年
の
二
度
に
わ
た
っ
て
三
陸
地
震
に
よ
っ
て
津
波

で
被
災
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
地
域
住
民
の
災
害
に
対
す
る
認
識
が
薄
れ
て
き
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
政
府
の
見

解
を
問
う
。

四

以
上
を
踏
ま
え
、
総
理
が
中
心
と
な
り
、
全
府
省
の
政
務
三
役
が
率
先
し
て
災
害
に
対
す
る
危
機
感
を
広
く
国
民
に
促

し
、
ま
た
、
危
機
管
理
の
迅
速
な
初
動
対
処
体
制
に
よ
っ
て
、
国
民
に
安
心
感
を
与
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
し
か
し
な
が

ら
、
今
回
の
チ
リ
地
震
に
お
け
る
危
機
管
理
に
対
し
、
総
理
及
び
関
係
府
省
の
政
務
三
役
の
登
庁
時
間
等
を
は
じ
め
と
し
た

行
動
に
「
国
民
の
生
命
、
財
産
を
守
る
」
と
い
う
自
覚
と
責
任
が
欠
如
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
鳩
山
総
理
の
見
解
を
問

う
。

右
質
問
す
る
。

三


